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デザイン提案の背景 

8 াにষった山武市「成東駅周辺地域崝ーベイ」をষいました。 
そこで৅ৄした一つ৯のことは、「地域に多くの宝がある」ということです。山武市は山と平地、そして海岸を

一緒に含んでいる地域であって、多様な自然の様子をৄることができます。そして、そのような地域の各ところか
ら数多くの自然資源を৅ৄすることができました。―― また、山武市には歴史的な価値を持った文化財も存
在しており、日本の有名な小説家である「伊藤左千夫」などの人的資源も存在していました。このような自然、
歴史、人的資源峊岻ではなくて、地域の人々いඡれ合いながら、地域を考えるકড়たちのઓい、そして活৿な
ど、様々な地域のଐさを৅ৄすることができました。 

崝ーベイをৢして৅ৄしたもう一つのことは、成東駅は、「海と平地と山の文化が接してきた中心地」であった
ということです。成東駅前の商家町並みを調査する中で、成東駅は昔、この地域の山武杉などの木材を૴ৢし
た窓口であったということ、また、平地の様々なところから取られた野菜や地域の特産物が集まるところであったと
いうこと、そして昔の漁師たちがృેృ౔の海岸から取ったຂをూ଀い、駅までనいてきて௵人たちとධみভを
持ったという、色んな話を聞きました。このようなことから、成東駅は昔から、海のもの、田んぼのもの、山のものが
入ってきたところであり、それに従って自然に各ところの文化も૴入され、融合されたところであることが分かりまし
た。現在、駅周辺のあるそば屋さんで使われているテーブルが、昔௩の材મとして使われていた木の廃材である
ことが、その一つの痕跡でもあります。 
 
デザインのコンセプト 

駅を訪ねる人々に「ホット」した印象を与えるため、以下のことを考えました。 
� 自然と੺い材મをਹ৷する 
� 地域のもの、地域の資源をਹ৷する 

 そして、さらに地域が活性化されるため、以下のことを考えました。 
� 地域のଐさが分かりやすい空間をデザインする 
� 地域のકড়がઐ૴でき、地域の様々な活৿の૞加できるような空間をデザインする 
デザイン提案 

1. 駅前空間  
� 駅の床のタイルブロック 

山武杉をブロックにして、駅の床とする。木の材質から自然の暖かさを表す。 
� 組子のアート 

山武杉で作ったੌ子を床に入れて崊クリル板でངい、నষ者がనきながらੌ子の崊ートが
ৄえるようにする。 

� バス停のフレットフォーム 



山武杉の木材でフレットフォームの屋根を制作する。屋根の天井を完全に遮断せず、日差
しやං嵣඗があるங২は自然に入るようにする。 

� バス停のベンチ 
舟の廃材、そのままの形をベンチにして、ベンチを設置する。 

� フェンス 
駅周辺にーーのフェンスを設置する。 

� 植樹 
ロータリーの中央部と入口に桜の木や藤を植える。 

� 照明 
夜にも駅のことが楽しめるように、証明を設置する。 

2. 駅前商家町 
� 空き૲๘をਹ用した「展示場」 

商店街の空き店舗を掃除し、常設の展示スペース作る。成東城の歴史、伊藤左千夫など
のၹ人、୫ད植物、町の਷ଡ଼をਹ৷した生活、山武杉の廃材をਹ৷した日৷品など、成
東の資源について展示をষう。人びとが地域の特産物をいつでも買えるように地域の野菜
などを販売する。 

� 空きスペースを活用した「ஒ空৘場」 
山武市の海や田んぼ、山から取れる特産品を販売する市場を、商店街の空きスペースを
ਹ৷して৒਋的に৫く。山武市のકড়をは峂め、ਗ部の人々もল店できる。消費者が生
活の場で、直接生産者の手から買うことで、道の駅では味わえない人々の生の生活を体感
することができる。 

� 広告のために追加で工夫できること 
• ৈச道ଡ଼からব道の峥うに入る、T ஊଡ଼のところに「海と田んぼと山の駅ٕ成東」

の看板を設置する 
• ホームページを作成する など 


